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且 L 生 i三 プ ロ ジ ェ ク ト の 調 査 地 で あ る 母 子 里 周 辺 の 過 去 の 気 候 変 遷 を ， 朱 鞠 内 湖 の 出 現 に よ る
変 化 に も 注 目 し つ つ ， 樹 木 年 輪 の 同 位 体 分 析 に よ っ て 調 査 し た . 同 時 に ， 調 査 地 に け る 土 壌 水 分
の 季 節 変 化 と 木 部 肥 大 成 長 の 季 節 変 化 を モ ニ タ リ ン グ し ， 年 輪 形 成 と 環 境 要 因 と の 関 連 も 検 討 し
た .
試 料 と 方 法 同 位 体 分 析 : 年 輪 試 料 と し て ， 朱 鞠 内 湖 の 東 に 位 置 す る 母 子 里 と ， 北 方 か ら 湖 に 流
入 す る 泥 川 湿 原 お よ び ブ ト カ マ ベ ツ ) 1 か ら ア カ エ ゾ マ ツ と ヤ チ ダ モ を 成 長 錐 に よ っ て 採 取 し た .
試 料 は ， Y a s u e  et a L  (1 996) お よ び Y a s u e et a l. (1 997) に お い て 年 輪 解 析 を 報 告 し た も の に ， 新 た
に 数 個 体 を 追 加 し た . 試 料 を 1 年 輪 ご と に 分 割 し ， W i s e 法 に よ り ホ ロ セ ル ロ ー ス を ， 次 い で J I S
に 基 づ い て セ ル ロ ー ス を 抽 出 し た . な お ， 労 力 を 減 ら す た め ， 樹 種 か ら 年 輪 の 読 み や す い 5 個 体
を 選 び ， 同 じ 形 成 年 の 年 輪 ご と に 混 合 し て 同 位 体 分 析 に 供 し た . セ ル ロ ー ス の 炭 素 お よ び 酸 素 同
位 体 比 を 安 定 同 位 体 比 質 量 分 析 計 (Finnigan delta"S お よ び F i n n i g a n M A T 2 5 2 ) で 測 定 し た .
土 壌 水 分 の モ ニ タ リ ン グ : 泥 川 湿 原 に お い て ， ヤ チ ダ モ お よ び エ ゾ ア カ マ ツ の 肥 大 成 長 測 定 個 体
の 近 く で ， 15 ，  2 5 ，  4 0 ，  6 0 c m の 4 深 さ に テ ン シ オ メ ー タ を 設 置 し ， 2 0 0 5 年 の 成 長 期 に 1 時 間 ご と
に 土 壌 の マ ト リ ッ ク ポ テ ン シ ャ ル を 記 録 し た .
肥 大 成 長 の モ ニ タ リ ン グ : 泥 川 湿 原 に お い て ヤ チ ダ モ お よ び エ ゾ ア カ マ ツ 各 1 個 体 に つ い て ，
2 0 0 4 年， 2 0 0 5 年 の 成 長 期 に ナ イ フ に よ る 形 成 層 へ の マ ー キ ン グ を 2 週 間 お き に 行 い ， 木 部 細 胞
の 増 加 量 を 調 べ た .
結 果 と 考 察 年 輪 中 の 同 位 体 比 : ア カ エ ゾ マ ツ 年 輪 の 炭 素 同 位 体 比 の 結 果 を 図 1 に 示 す . 母 子 里
の 試 料 で 150 年 ， 泥 川 の 試 料 で 100 年 の 間 ， 全 体 と し て み る と ベ ー ス ラ イ ン の 大 き な 変 化 は 見 ら
れ な い が ， 泥 川 の ほ う で は 1 9 3 0 年 代 の 後 半 に ピ ー ク が 見 ら れ ， 最 も 外 側 の 1 9 9 2 年 に か け て 緩
や か に 減 少 し た . こ の 変 化 が 朱 鞠 内 ダ ム の 建 設 ( 1 9 4 3 に 完 成 ) と 関 連 が あ る か は 不 明 で あ る が ， 同
様 の 変 化 は 母 子 里 の 試 料 に は あ ら わ れ て い な い . 酸 素 同 位 体 の 値 に は 欠 損 値 が 多 く て 図 に は 示 し
て い な い が ， 外 側 5 0 年 間 で は 特 定 の 変 化 傾 向 は 見 ら れ な か っ た .
土 壌 水 分 の 変 化 : 泥 川 湿 原 の マ ト リ ッ ク ポ テ ン シ ャ ル は 最 も 浅 い 1 5 c m の 深 さ で は ， 季 節 に よ る
大 き な 変 動 が 見 ら れ る 場 合 が あ っ た が 4 0 c m お よ び 6 0 c m の 深 さ で は 大 き な 変 動 が 見 ら れ な か
っ た . 1 5 c m の 深 さ で も ， ア カ エ ゾ マ ツ の 観 測 点 に お い て は 夏 場 に マ ト リ ッ ク ポ テ ン シ ヤ ル の 顕
著 な 増 加 ( 吸 水 圧 で 7 0 0 c m H 2 U ) が 観 測 さ れ た が ， ヤ チ ダ モ の 観 測 点 で は そ れ ほ ど 大 き な 変 化 は な
か っ た . こ の 2 つ の 観 測 点 が 両 樹 種 の 生 育 環 境 を 代 表 し て い る と は 言 え な い が ， い ず れ に し て も
表 層 を 除 く と 成 長 期 の 土 壌 水 分 が 不 足 す る こ と は 少 な い も の と 考 え ら れ た . ま た ， ア カ エ ゾ マ ツ
の 観 測 点 に お い て 見 ら れ た よ う に ， 気 象 条 件 に よ っ て は 一 時 的 に 表 層 土 壌 の 水 分 が 減 少 し ， 樹 木
に 乾 燥 ス ト レ ス が 加 わ る 場 合 が あ る こ と が 推 察 さ れ た .
木 部 形 成 の 季 節 性 : ア カ エ ゾ マ ツ の 木 部 形 成 は 5 月 下 旬 こ ろ か ら 開 始 さ れ 6 月 と 7 月 に 早 材 形
成 が 進 行 し た . 8 月 の 中 頃 か ら 晩 材 形 成 に 移 行 し 9 月 以 降 に は 新 た な 細 胞 形 成 は ほ ぼ 見 ら れ な
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かった.この結果は北海道北部で報告されているこれまでの結果(安江ら 1994)とほぼ対応して
いる.したがって，この地域の樹木年輪の形成は6月から 8月にかけての気象条件にもっとも影
響を受けるものと推定される.
同位体比の変化と気候条件:朱鞠内のアメダスのデータ(1979・1992)と比較すると，泥川のアカエ
ゾマツの炭素同位体比には7月および8月の日照時間との聞に有意な正の相闘が見られた(図 2).
母子里のアカエゾマツでは相関は見られなかった.また，降水量や気温と同位体比との聞には明
瞭な関係は見られなかった.乾燥ストレスが加わった場合，光合成によって固定される炭素の同
位体比は一般に高くなる.泥川での土壌水分の観測からは，成長期を通じて大きな水ストレスが
加わる可能性は小さいことが示唆されているので，強い光条件の下で気孔開度が低下した場合に
は図 2に示されるような関係が生じるものと推定される.図 1の 1930年代後半以降の同位体比
の変化と朱鞠内ダムの建設との因果関係は不明であるが，泥川湿原の何らかの環境変化が樹木の
光条件への応答に影響を及ぼした可能性は考えられる.
土壌水分と肥大成長の観測でお世話になった北海道大学雨龍演習林の関係各位にお礼を申し上げま
す.
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図28月の自腹時間と泥JIアカエゾマツの炭素同位体l:t.
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